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＜堺・南大阪地域学シンポジウム＞
基調講演「アジアの中の日本」
あいにくの雨にもかかわらず，多数ご参加いただきましてありがとうございます。本
日は，中山恭子内閣総理大臣補佐官をお迎えして，「アジアの中の日本」と題した講演を
いただき，そのあと「世界市民とホスピタリティ」というテーマで，公開シンポジウム
が予定されております。
本シンポジウムは，大阪府立大学が主催する「現代的教育ニーズ取組支援プログラム
／地域学による地域活性化と高度人材養成」という取り組みの一環として行われるもので
す。この取り組みは，文部科学省から事業予算をいただき，４年間継続して行われるも
のです。今年はその２年目にあたります。この取り組みに，大学間連絡組織「ＮＰＯ法
人南大阪地域大学コンソーシアム」を通じて本学（桃山学院大学）も協力校として参加
しております関係から，本学キャンパスを会場に，本日このような形で公開シンポジウ
ムを開催できますこと，大変喜ばしく思っております。
前置きはこれくらいにして，本日の基調講演においでいただいた，中山恭子氏のご紹
介に移らせていただきます。ご講演のなかでお話があるかと思いますが，中山さんは５
年ほど前に，中央アジアのウズベキスタンとタジキスタンに特命全権大使として赴任さ
れました。そのとき隣国のキルギスで，日本人技師の拉致事件が発生し，その解決に向
け，大変な苦労をなさいました。
その後，小泉内閣の下で内閣官房参与となられ，北朝鮮の拉致被害者家族の救出に尽
力されたことは，新聞やテレビ等で皆様もよくご存知かと思います。さらに今年９月に
は，安倍内閣の総理大臣補佐官に就任され，北朝鮮による拉致事件解決のため先頭に立
って，働いておられます。
そうしたお忙しいなか，本日は私たちのため貴重な時間を割いていただき，日本の国
際化という視点から「アジアの中の日本」というテーマでご講演いただけることに，感
謝します。
ベルリンの壁の崩壊によって，戦後５０年間続いた東西冷戦構造が終わりを告げ，いま
まさに，新たな国際的秩序が模索されています。そうしたなか，日本人が世界と付き合
っていくためには，これからどうしたらいいのか。世界的に活躍されている中山補佐官
のものの見方，考え方をぜひ参考にしていきたいと思います。そして，このあとに予定
されるシンポジウムでは，我々は「アジアの中の日本」として，世界にどう貢献するの
か，どう付き合っていくのかを考えてみたいと思います。（学長 松浦道夫）
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皆様，こんにちは。今日はこのあと「世界市民とホスピタリティ」という
シンポジウムが開かれますので，その基調講演ということでお話させていた
だきます。これまでに経験してきたことをお話して，シンポジウムのテーマ
につながってほしいと思っています。
中央アジアのウズベキスタンについて
１９９９年夏から２００２年の夏まで，中央アジアのウズベキスタン共和国とタジ
キスタン共和国，２つの国の特命全権大使をしていました。中央アジアと言
いましても，日本の方々は，地図を見ないとわからないというのが普通でし
ょう。ソ連の中に含まれていた地域ですので，ソ連が崩壊するまでは，日本
からここを訪ねる人も少ない地域でした。
５つの国があります。カザフスタン，ウズベキスタン，トルクメニスタン，
タジキスタン，そしてキルギスです。「スタン」というのは国と考えてくださ
い。ウズベキスタンと言えばウズベク人の国，パキスタンと言えばパキ人の
国ということになります。この地域はユーラシア大陸の，ちょうど真ん中に
あたる地域で，戦略的にも非常に重要な地域です。この地域が混乱した場合
の，世界に与える影響は大変大きなものになると考えられており，主要国が
注目し，関心を持っている地域です。
中央アジアは中国と長い国境を接しており，文字通りアジアの人々が中心
です。「西遊記」の三蔵法師，玄奘三蔵は，中国からウズベキスタン，アフガ
ニスタンを通ってインドへ行き，そしてたくさんの経典を持って，また中央
アジアを経て中国へ帰りました。中央アジアの国には古い歴史がありまして，
この地域からは，紀元前５０００年ごろの農耕集落の跡が見つかっています。い
まから７０００年前の話です。紀元前２０００年のころには城壁のある都市集落があ
り，紀元前１０００年頃には大規模な灌漑網が作られていたと考えられています。
紀元前３２７年から３２３年にかけて，アレキサンダー大王が，東方遠征を行い，
マラカンダという町（現在のサマルカンド）に拠点を置き，ここでロクサー
ヌという美しい女性と結婚しました。中央アジアは美しい女性の多いところ
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です。アレキサンダー大王が亡くなった後も，アレキサンダー大王について
来た人たちがそのままここに残ったということで，いまでも金髪，碧眼の人々
が生まれてくるそうです。シルクロードの十字路にあたる地域です。
ウズベキスタンの首都，タシケントは緯度でみると，青森のあたりです。
ウズベキスタンは綿の産地で，ウズベクの人々は農耕民族です。着任する前
に，「中央アジアでは主賓に羊の目が出てきますよ」などと言われましたが，
そんなことはありませんでした。料理は羊の肉が中心でしたが，煮たり焼い
たりして強い匂いもなく美味しく調理されていました。
私たち日本人はこの地域のことをあまり知りませんが，ウズベクの人たち
は日本人のことをよく知っています。この５つの国は，ソ連が崩壊して１９９１
年に独立しました。独立してまだ１５年の若い国です。長い間社会主義体制の
中にありましたが，古い文化と伝統のある生活が残されています。日本と非
常によく似た文化があります。地方に行くと「おこた」があって，中に「た
どん」を入れて，綿入りのふとんをかけて，足を突っ込んでみんなでおしゃ
べりしています。家に入るときはクツを脱いで上がります。畳はありません
が，じゅうたんが敷かれていて，日本と同じように，「ちゃぶ台」が部屋の中
に置いてあって，座ってお茶を飲みます。日本とほとんど同じような生活様
式です。
ウズベキスタンは人口２，５６０万人強。そのうち７割がアジア系のウズベク人
ですが，他にも多くの民族の人々が住んでおり，ウズベキスタン共和国の国
民だけれども自分はギリシャ人だ，自分は韓国人，ロシア人，ドイツ人だと
いうように，日本ですと国民といったら日本人と考えがちですが，この地域
ではそれぞれ「自分は何人」ということをそれぞれが認識しています。大使
の公邸，――小さい大使館でしたから，公邸で働いているのは数人しかいま
せんでしたが，奥の世話をしてくれていたのはロシア人，お勝手を手伝って
くれた人は韓国人，応接間のめんどうをみてくれていたのはタタール人，運
転していたのはユダヤ人，庭など全体を見ていたのがウズベク人でした。数
人雇うだけでも，それぞれ違っていました。でも，みんなウズベキスタン共
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和国の国民です。
日本に好意をよせるウズベキスタンの人びと
ウズベキスタンにはサマルカンド，ブハラ，ヒワなど世界遺産に登録され
ている町があり，観光スポットも多くあります。バザールでは果物や乳製品
など，あらゆる品物が取り引きされています。
お知らせしたいのは，ウズベクの人々が日本人を大変尊敬しているという
ことです。日本のことをよく知っています。日本人だというだけで信頼され
るほどです。
タシケントにあるナヴォイ劇場の，向かって左側の壁にはプレートがはめ
込まれていまして，「１９４５年，４６年に極東からつれてこられた日本国民が，こ
の劇場の建設に携わり完成に貢献した」という意味のことがウズベク語，ロ
シア語，英語，そして日本語で書かれています。カリモフ大統領が独立して
最初にした外交案件が，このプレートを書き換えることだったとおっしゃっ
ていました。元のプレートには，「日本国民」ではなく「日本人捕虜」と書い
てあったそうです。「ウズベキスタンは日本と戦争をしたことはないし，日本
人を捕虜にしたこともない。以前から気になっていたので，独立してすぐに
『日本国民』と書き換えた。」とおっしゃっていました。
ウズベキスタンのいたるところに，ここで日本人が働いていたんですよと
いう話が伝わっています。ウズベキスタンには，天山山脈から流れてアラル
海へ注ぐシルダリア川という大きな川があります。「ダリア」は川で「シル」
は静かなという意味です。南方にはパミール高原から流れてウズベキスタン
とアフガニスタンの国境をつくり，アラル海に注ぐ大きな川，アムダリア川
があります。「アム」は活発なという意味です。こちらはパミール高原の急峻
な山中を走り，砂地に出て２０本を超える流れに分かれて，のたうちまわるよ
うに走る川です。もう一本砂地に消えるザ・ラフシャン川がありますが，こ
のほかには，川がありませんので，全土に運河を張り巡らせて水を運んでい
ます。地方を訪ねますと，「あの運河は日本人がつくってくれたんですよ。」
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と教えてくれます。運河にかかる橋の上に立つと，水が滔々と流れて岸には
緑が茂り，運河に沿って畑が果てしなく続く景色を見ることができます。町
の人たちは，「日本人がこの運河をつくってくれたおかげで，緑豊かな町がで
きました。」と話してくれます。ある時，おばあさまが「日本人が運河を掘っ
ていた姿を覚えているよ。もっこを背負い腰を曲げて土を運んでいたよ。」と
話してくれました。「日本人があの道路をつくってくれた」，「あの建物を建て
てくれた」，「いいものをつくってくれた」，「日本人が作るものはみんないい
ものだ」，「日本人は礼儀正しい，うそをつかない」，そういったことを，ウズ
ベキスタンのどこへ行っても聞くことができます。
先ほどの日本人が建設したナヴォイ劇場につきましても，ウズベキスタン
の人たちは，日本人たちは朝挨拶をし，収容所から隊列を組んで工事現場へ
向かい，また夕方工事現場から隊列を組んで戻ってきた。その様子をタシケ
ント市の人々は見ていました。子どものころ収容所の近くに住んでいたとい
う，金融関係に勤める人が，こんな話をしていました。「自分の家になった果
物とお母さんが焼いてくれたパンを，収容所の破れた垣根のところから差し
入れたら，２，３日たったとき，そこに手作りの木のおもちゃが，お返しに
置いてありました。自分は親から，日本人は礼儀正しい人たちである，物を
つくるのが大変上手な人たちである，物をもらったときにお返しを忘れない
大変律儀な人たちである。あなたも日本人を見習いなさい。そう言って育て
られました。」と話してくれました。
１９６６年にタシケント市は大きな地震に襲われ，周りの建物は全部崩壊した
けれど，日本人が建てたナブォイ劇場は，びくともしなかったそうです。改
めて日本人の手抜きをしない誠実な仕事ぶりが評価されたそうです。
ウズベキスタンの人々は，日本という国，日本人をすばらしいと思ってく
れている。国と国の基礎は人と人の交流にある，ひとりひとりの生活ぶりが
国と国の友好なつながりを作っているということを，中央アジアにいると実
感できます。
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日本人墓地の整備と桜の植樹
そこで働いていた日本人は，若者だったということがわかっています。ウ
ズベキスタンで働いていたのは約２万５，０００人ですが，現地で亡くなったのは，
公式な数字で８１２名と言われております。ただ地方に出かけましたとき，「こ
こにも日本人のお墓があるよ。」と教えてもらったことがありますので，もう
少し亡くなった方は多いかと思われます。先ほどのナヴォイ劇場の建設に携
わった方々は，ほとんどの方が元気で日本に戻っておられます。
モスコーから，日本人墓地は２ヶ所だけ整備し，残りは全て更地にするよ
うにとの指令が出されていました。アングレン市とコカンド市にある２ヶ所
の墓地はきれいに整備されていました。毎朝８時にはほうきの目がたち，墓
守の人が大切に守ってくれています。「それ以外の墓地は更地にするように。」
との指令がきていたにもかかわらず，ウズベクの人たちは，「あそこに眠って
いるのは日本人で，自分と一緒に働いていた友だちだ。」と，子どもや周りの
人々に伝えてくれていて，草刈などをしてくれて，墓地は荒らされずに残さ
れていました。それぞれのお墓には，はがきぐらいの大きさの鉄板が挿して
あって，ＡＣの何番というようにローマ字と数字が書かれていました。収容
所にいたときの，その人の番号だと思われます。
死亡した方々の名簿をモスコーから取り寄せて，大使館で調べましたら，１９２８
年生まれの人もいました。１９４８年にはこの地域から日本人が全員引き揚げて
いますので，１９４８年に亡くなったとしても１９２８年生まれであれば当時２０歳。
若い人たちです。
日本人が建設した大きな水力発電所のあるベカバードという町には共同墓
地と運河のほとりに２ヶ所，日本人墓地がありました。この墓地の近くに住
む人たちも，「あの発電所は日本人がつくってくれたんだ。」，「日本人は本当
にいいものをつくってくれた。」，「誰かが病気になったらみんなでかばいあっ
ていたよ。」，というようなことを語り伝えてくれていました。この墓地に立
ちましたときに，戦争が終わってからのことですから，ここで働かされてい
た若い人たちは「きっと日本に帰る。」と思っていたに違いない，でもここで
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力尽きたんだな，と思いましたら，日本の若者たちの墓地を土まんじゅうの
ままおいてはおけない，整備しなければと思いました。初めてこの墓地を訪
ねたときすでに５０年以上経っていましたから，例えば２５歳でなくなったとし
ても，ご本人が８０歳近くになっています。親を探しましたが，見つけること
はできませんでした。
市役所に行きましたとき，「日本からご遺族の方が訪ねてきたことがある。」
と聞きました。訪ねてきた人の面倒を見てくれた市役所の女性が，日本人が
置いていった物をお見せしたいと言って出してきた物があります。日本のお
酒の空びんやたばこなどの中に，セピア色になった年配の女性の写真があり
ました。ご兄弟の方が母親の写真をここまで持ってこられたのでしょうか。
なんとも言えぬ悲しい思いがしました。ご遺族はごくわずかしか見つかりま
せんでしたが，墓地を整備して日本の人たちにお参りしてもらいたいと考え
ました。
すべての墓地を整備したいとウズベキスタン政府に伝えましたら，「申し訳
ありません。恥ずかしいことです。自分たちがしなければいけないことです。」
と言って，すぐに整備を始めてくれました。日本でいただいたご芳志を「こ
れで整備してください。」と政府に渡そうとしましたが，受け取ってくれませ
んでした。行政組織ではないマハラ（町内会）の方々が協力してくれました
ので，お墓の近くにある学校に教材を寄付することとなりました。
日本からこの地域に観光にきてくださる方々に，終戦直後にここで働いて
命を落とした日本の若者たちがいることを思い出して，ちょっと足を運んで
お参りに行ってくださる方がいたら，ありがたいと思っています。
２００６年の春，ベカバードで働いていた方が，戦友が眠っている運河の近く
にある墓地を訪ね，「今年の春，お参りに行ってきました。桜が咲いていまし
たよ。」と写真を送ってくれました。墓地に立ちましたとき，「５０年間，誰も
訪ねることもなく，若者たちがここに眠っているのか。」と思い，せめてもの
ことと，すべての墓地に桜を植えたいと思いました。帰国する年の３月初め，
全ての墓地に桜を植えました。墓守の人が毎朝お掃除をし，桜に水をやって
基調講演「アジアの中の日本」
－１９５－
くださっています。いま半分ほどが元気に育っているそうです。
墓地に桜を植える作業を進めているとき，タシケント市の市長さんから，
「中央公園を整備するから，友好の証しとして桜を植えてくれませんか。」と
いう依頼がありまして，中央公園に２７種類６００本の桜を植えました。この植樹
の時にも，ウズベキスタンの人々が大勢集まって来てくれ，６００本の苗木を植
えました。いま中央公園には桜守がいて，面倒をみてくれているそうです。
今年の春，「いま３９９本が元気です。美しい花が咲いています。」という連絡が
入りました。
植樹のとき，「サクランボがたくさん採れますね。」と声をかけられて，「日
本では桜の花を愛でるんです。桜の花が咲いたら，その下で宴を張ってお花
見をします。」と説明しました。「お花見ができるような木になるまでには１５
年から２０年かかるから，大事に育ててくださいね。」，というお願いをしまし
て，ついつい「２０年経ったら，日本の人たちをたくさん連れて来るから，一
緒にお花見をしましょう。」と言ってしまいました。２０年後というのは２００２年
の春に植えましたから２０２２年です。元気だったらツアーを組みたいと思いま
すので，皆様もご参加いただけたらうれしいです。
他者に対して寛容な文化の大切さ
ウズベキスタンの人々は，「私たちと日本人は心が似ている」と言います。
子どもを育てる様子を見ていて，「なるほどな」と思いました。ウズベキスタ
ンでは今も大きな塀の中に，大家族でおじいちゃん・おばあちゃんの家，お
じさん・おばさんの家があって，一族が一緒に住んで生活しています。
中央アジアは８世紀ごろに強制的にイスラム化された地域で，人口の約８
割がイスラム教徒です。それでも三蔵法師がここを通ったということでもわ
かりますように，アラブの人たちによってイスラム化されるまでは仏教が栄
えていた地域です。仏教の他にもゾロアスター教（拝火教）やキリスト教も
栄えていました。イスラム化されたといっても大変ゆるやかなものです。ラ
マダンを皆様はご存知でしょうか。年に１ヶ月ほど，お日様の出ている間は
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飲んだり食べたりしてはいけないというイスラム教徒の掟です。大使館では，
警備の人も含めて４０人ぐらい現地の人を雇っていましたが，ラマダンを守っ
ている人はほとんどいませんでした。お酒も飲みますし，豚肉もバザールで
売っています。
子どもを育てるときの様子を見ますと，私たちと同じように，弱い者いじ
めをしてはいけないとか，お年寄りを敬いなさい，大切にしなさい，うそを
ついてはいけない，人を傷つけてはいけない，人をだましてはいけない，と
いうように教えています。世界の中では，「だまされるな」と教える地域がず
いぶん広くあります。でも日本では，「だますな」と教えていますね。中央ア
ジアのこの地域も，「だますな」と教えていることを知りました。
１９９３年にハーバード大学のハンチントン教授が，『文明の衝突』という論文
を出しました。ここでハンチントン教授は，世界の文明を大きく８つに分け
ています。!ヨーロッパ・アメリカにつながる西洋文明，"ロシアを中心と
したスラブ文明，#モロッコからインドネシアまで非常に広い範囲で広がり
のあるイスラム文明，$中国を中心にした儒教文明，%インドが中心のヒン
ズー文明，&ラテンアメリカ文明，'アフリカ文明，そしてもうひとつ，(
日本文明です。この分け方でおわかりいただけますとおり，日本文明は日本
１ヶ国の文明であり，日本以外の文明はそれぞれ多くの国々が共有している
文明であるとこの論文は伝えています。
１９９３年に出されたこの論文は，１９８９年にベルリンの壁が壊された後，共産
主義と自由主義のイデオロギーの対立がなくなって，「ヨーロッパ・アメリカ
の文明」と，「イスラム文明」ないしは「西欧文明」対「イスラム文明」プラ
ス「儒教文明」が対立する可能性があると警鐘を鳴らしています。激しい争
いにならないように，いまから準備しておきましょう，というのが論文のテ
ーマです。
日本文明が，日本１ヶ国の文明だと分類されていることについて，東京大
学や京都大学の先生方が，ずいぶんと反論なさいました。唯一，日本が一ヶ
国で世界の中の主要な文化をつくりあげているということはすばらしいこと
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ですが，ほかの国に理解されない孤立した文化なのかもしれない，そういう
恐れを抱いたということです。私も，日本の文化は独特の文化であって，な
かなか国際社会で理解されないのではないかという思いもありました。しか
し，中央アジアで生活して，中央アジアはイスラム文明に分類されている地
域ですが，ここに日本の文化と同じ文化を持った人たちが住んでいるとわか
ってうれしくなりました。
国際機関で仕事をするとき，西洋の文化に合わせたかたちの仕事をします。
理論的に分析して，論理的な文章にして相手に渡さないかぎり，日本の意見
が伝わっていきません。ところが，ウズベキスタンではその心配はありませ
んでした。人の心を察することができる人々がいました。着任してすぐ，「ど
うぞ遠慮なく。」という言葉が口をついて出ました。遠慮することを知ってい
る人々がここにいる，それを知ったとき非常にうれしく思いました。皆様は
遠慮することは当たり前のことだと思われているかもしれませんが，よその
国に行って遠慮するということには，通常では出会いません。相手のことを
察して遠慮するということが，子どものころから身についている人々が，中
央アジアにいると知って，大変うれしく思いました。
ナヴォイ劇場の近くに住んでいた子どもが，自分の家になった果物とパン
を収容所に差し入れてくれましたことを先に語りました。ウズベキスタンで
は子どものころから「分かち合う」ということを教えられており，子どもは
当たり前のこととして差し入れをしてくれました。生活感覚がよく似ている
から，日本の人々の良さも理解できたのだろうと思います。分かち合い，い
つくしみ合い，いたわり合う，そういう文化がこの地にある，それを知って
ぜひ日本の人々に中央アジアのことを伝えていきたいと思っています。
キム・へギョンさんとの出会いと別れ
日本に戻って来てすぐに，北朝鮮による日本人拉致問題に関わることにな
りました。
２００５年１０月１５日，地村さんご夫妻，蓮池さんご夫妻，曽我ひとみさんが一
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時帰国することになり，ピョンヤン空港に迎えに行きました。５人がＶＩＰ
ルームにいましたので，「おはようございます。」と声をかけましたら，「おは
ようございます。」という返事が返ってきました。その瞬間，この５人は２０数
年間，北朝鮮で生活していたのに，日本人ということを失っていないな，と
直感しました。日本のことを思い出さない日は１日もなかっただろうな，よ
く耐えてがんばってきたな，というのが出会った瞬間に感じたことでござい
ました。
キム・ヘギョンさんが空港に来ているということがわかったものですから，
「この部屋に連れて来てください。」と頼みました。曽我ひとみさんは，拉致
されてすぐに横田めぐみさんと一緒に生活していました。めぐみさんは拉致
されたとき中学生でしたから，シン・ガンスという拉致した工作員が家庭教
師のようになって，数学，物理，朝鮮語を教えていたそうです。めぐみさん
は最初，朝鮮語を学ぶことを嫌がったそうですが，朝鮮の言葉がしっかりで
きるようになったら，日本へ戻してあげるからと言われて，一生懸命勉強し
たそうです。ひとみさんもめぐみさんも，朝鮮語が非常に堪能です。朝鮮語
ができるようになったから日本へ帰してほしいと，めぐみさんは必死で頼ん
だそうですが，帰してはもらえませんでした。
キム・ヘギョンさんが部屋に入って来ると，ひとみさんが抱きかかえて，
二人とも涙の中で朝鮮語で話していました。その後で早紀江さんが書いた，
「めぐみ，お母さんが必ず助けてあげる」という本をキム・ヘギョンさんに渡
しました。機会があったらお読みいただけたらと思います。表紙はめぐみさ
んが１３歳のときの写真が載っています。当時キム・ヘギョンさんは１５歳です
が，そっくりです。キム・ヘギョンさんは日本語は読めませんが，自分とそ
っくりの少女，母親の写真をじっと見ていました。この後，壁際のいすにか
けましたが，そのときもひざの上に本を置いてじっと見ていました。
キム・ヘギョンさんはこの直前に，母親が拉致された日本人だということ
を聞かされたはずです。北朝鮮では日本人だというだけで子どもは生きてゆ
けない，それほど日本はひどい国だ，日本人はひどい人たちだと，教え込ま
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れているそうです。だから５人の被害者たちも，子どもたちには自分は日本
人だと言えなかった，子どもがそれを知ったら生きてゆけなかっただろうと
いう話をしていました。１５歳の女の子にとって，あまりにも衝撃的な話を聞
かされた後だと思いましたので，一瞬躊躇しましたが，それでも拉致につい
て知ってもらわなければいけないと思って，心を強くして，「あなたのおじい
ちゃまやおばあちゃまが，あなたのお母さん，めぐみさんがいなくなってと
っても心配していますよ。」という話をしました。横田さんのご夫妻にキム・
ヘギョンさんを早く会わせたい，会うチャンスを作りたいと思いながら，仕
事をしています。
国が果たすべき役割とは
北朝鮮による日本人拉致事件に関して，特に政府の中で伝えましたのは，
この問題は被害者とその家族だけの問題ではないということです。中央アジ
アのキルギスという国で，日本人鉱山技師４人が拉致された事件がありまし
た。拉致したのは，アフガニスタンから入って来たイスラム原理主義グルー
プのテロ集団でした。その１年前に筑波大学の助教授であった秋野先生が，
国連政務官としてタジキスタンで勤務しているとき国連「（ＵＮ）」と側面に
大きな文字で書いた車に乗って移動中に同じテログループに捕まり，射殺さ
れるという事件が起きていました。何をするかわからない相手でしたので，
非常に緊迫した状況が続きましたが，ウズベキスタン政府，タジキスタン政
府，さらにタジキスタンにいるイスラム原理主義グループに影響を与えるこ
とができるイスラム復興党の人々が，真剣に対応してくれました。１４０の野戦
騎士団がこの集団を取り囲み，人質を無事救出してくれました。
この仕事をしながら，海外で日本人が被害に遭ったら，その日本人を救出
するのは日本の国である，日本が真剣に救出に当たらなければ，そのまま放
置されてしまうということを痛感いたしました。もちろんその地域の関係者
の方々に協力をお願いして救出に当たるわけですが。
日本人は，日本のパスポートを持っていれば世界中どこへでも行くことが
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できます。パスポートというのは，日本政府がこの人は日本人ですから無事
に滞在できるように，無事に通過できるようにしてくださいということを，
相手国の政府に頼んでいるものです。日本のパスポートは，世界中どこでも
受け入れてくれます。それは，日本という国は自分の領土をしっかり守って
いる，自分の国民を確実に守る，もしその人が被害に遭ったら必ず助けに来
る，そういう国であることが，わかっているからです。だから，相手の国は
安心して日本人を受け入れてくれます。もうひとつ付け加えるなら，日本が
平和を愛する国であり，平和で安定した社会をつくっている国であるという
ことで，どこの国でも日本人を受け入れてくれます。
中央アジアの南にアフガニスタンがあります。アフガニスタンの一部やア
フガニスタンとパキスタンとの国境地帯は，現在どこの国もコントロールで
きない地帯です。そこではテロの実行部隊が訓練を受けています。中央アジ
アからも，若者が大勢連れて行かれてテロリストとして育てられています。
テロリストと言っても指導者ではなくて実行部隊，自爆するための人たちで
標高４，０００メートルの山岳地帯でも戦闘できるように訓練を受けています。こ
の地域は国家ではありません。世界中，不安定な状況が出てきたら，どこに
でも出かけて行く，そういう過激派のグループが住んでいます。テロ集団の
人たちには，パスポートはありません。どこの国でもその人たちが入ってく
ることを拒否します。このテログループは流浪の民と言ってもよいでしょう。
それぞれの国が，自分たちの領土を守り，国民を守り，そして安定した社
会を築いて，国と国とが友好関係を結んで平和な世界をつくりだそうとして
いる，それがいまの国際社会であるということを痛感しました。海外で被害
に遭った人々の救出に当たっては，いろいろな国，いろいろな関係者の協力
を得ながら行うことは当然ですが，日本が手を引いたり，安易に任せてしま
ったり，放置してしまったら，日本の被害者を誰も真剣に助けようとはしな
い，それが国際社会だということを特に政府内の人々に伝えました。
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ジェンキンスさんの身柄を確保する
５人が帰って来たとき，５人を日本に残すのか，北朝鮮に戻すのか，いろ
いろな意見がありました。５人が日本にいたいと言うから政府としては北朝
鮮に返せない，そういう言い方をしようとする人もいました。被害者の人た
ちは自分の意志で北朝鮮に行ったのではありません。袋詰めにされて連れて
行かれ，すべての自由を奪われました。帰ってきた５人のうちの１人がもら
したことがあります。「自分が連れて来られて親が心配しているに違いない。
なんとかして自分は北朝鮮で生きていると伝えようとしたけど，それすらで
きませんでした。親に長い間心配をかけ，親不孝をしてしまった。」
拉致され，完全に隔離され，監視の中で生活させられている人々がともか
く帰ってきたとき，もう一度拉致した犯人のもとへ返すことはできないこと
でした。「よその国ですべての自由を奪われた状況に日本人が置かれているな
ら，日本政府が相手の国に強く要求して，その日本人を取り戻さなければな
らない。」そういう案件だということを政府の中で主張しました。５人の一時
帰国の予定は１週間か１０日ということでしたので，１０月１５日に迎えに行って
から９日目の１０月２４日の夕方，日本政府が５人を日本に留めるという政府方
針を発表することができました。５人の意志にかかわらず，日本政府が５人
を日本に滞在させることが決まりました。
先日，めぐみさんの夫であったキム・ヨンナムさんが姿を現しました。韓
国から母親が会いに行って，何時間か会って帰りましたが，その後会えてい
ません。もし，あのときに５人を北朝鮮へ戻していたら，いま５人の親や兄
弟が会いに行くことすらできない状況が続いていたでしょう。国交を正常化
すれば，自由に往来できて会えるではないかと言う方もおられますが，国交
が正常化したからといって北朝鮮が正常な国になるというわけではありませ
んので，今の体制が続く限り，被害者は厳しい監視の下に置かれたままで，
決して自由に会わせてもらえませんし，自由な往来もありません。正常化し
た場合，日本から巨額の富が北朝鮮に渡るということでして，北朝鮮が拉致
した人たちを帰してくるとか，自由に行き来させるということにはつながり
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ません。拉致問題は国交正常化の前に解決しておかなければならない問題だ
と思います。
北朝鮮が厳しく日本人を監視しているということは，ひとみさんの家族が
ジャカルタで再会したときの動きを見るとよくわかります。小泉首相が２００４
年５月２２日に再度訪朝してくださいまして，地村さん，蓮池さんの子どもた
ち５人を連れて帰ることができました。総理はあのとき，曽我さんの家族も
含めて８人連れて帰るとがんばられましたが，曽我さんの家族は帰って来ま
せんでした。
総理があんなに一生懸命誘ったのに，どうして日本へ行くと言わなかった
のかというジャカルタでの英字新聞の記者の質問にジェンキンスさんは，「あ
のとき総理との会談はすべて盗聴されていた。」と答えていました。総理と会
う前に「指導」を受けていたそうです。北朝鮮問題では「指導」という単語
がよく出てきます。被害者には監視役として指導員が付いています。ひとみ
さん，美佳さん，ブリンダさん，それぞれにもついていました。そしてジェ
ンキンスさんは指導員だけでなく，当時の外務次官が訪ねて来て，「小泉総理
と会うことになるけど，日本に行くと言ってはいけない。なぜひとみを今日
連れて来なかったのかと責めなさい。どうしても総理がおりなかったら，北
京まで行くからひとみを北京へ連れて来るようにと言いなさい。」，と「指導」
を受けたそうです。ですからジェンキンスさんは総理がいくら説得しても，
指導されたことを何べんも何べんも繰り返していたということでした。
ジェンキンスさんは，自分の発言はすべて，隣の部屋で聞かれていたので，
「もし，あのとき自分が総理について行くと答えていたら，自分の命はその日
のうちに終わっていた。」と言っています。監視下に置かれた人たちは指導さ
れたことと違うことを言ったら，自分の命がなくなると思い込まされていま
す。
キム・ヨンナムさんが母親と会ったときの記者会見で，黒いファイルを必
死で読んでいました。違うことを言ったらとんでもないことになると思って
いますから，特にめぐみさんのところはきちんと読んでいました。最後にフ
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ァイルを指導員らしき人に渡しました。あれはキム・ヨンナムさんができた，
精一杯のことだったのだろうと思います。今の発言は自分自身のものではな
く，教えられた通りに読みましたということと，黒いファイルは自分のもの
ではないことを示すのが，ヨンナムさんができたやっとのことだったと思い
ながら，あの行為を見ていました。
北朝鮮の国はいま，悲しいことがたくさん見えております。人々が飢えて
いたり，子どもたちが土の中から何か拾って食べていたり。私たちはなんと
かしてあげたいと思いますが，支援をすれば，それがすべて軍に使われてし
まって，軍を強化することになります。支援グループの人たちが北朝鮮を訪
ねるときは，取り上げられないうちに渡したらすぐ食べられるように，お米
ではなく，バナナとゆでたまごを持って行くという話をしてくれたことがあ
ります。
曽我さん家族の再会の話に戻りますと，北朝鮮からジャカルタに向かうチ
ャーター便には北朝鮮の指導員も乗っていました。しかし，タラップを降り
てきたのは曽我さんの家族と日本人だけでした。曽我さん一家を日本人だけ
が乗っていたバスに乗せて，ドアを閉めました。家族をバスに乗せてドアを
閉めた瞬間が，北朝鮮というものから一家を切り離すことができた瞬間でし
た。
一家４人が自由に話し合いのできる環境を作りたいと思い，ホテルでは１４
階の奥の一室をこの家族のために確保し，外部からの接触を断ちました。ホ
テルで曽我さん一家と接触できなくなったとき，北朝鮮からついてきた人た
ちが大変騒ぎました。ハングルのわかる方に聞いたら，「とても汚い言葉で日
本をののしっていますよ。」と教えてくれました。しかし，現場では「あの人
たちは無事に北朝鮮へ帰れるかなあ。」と，かえって皆で心配しました。あの
騒ぎは日本に向けたものではなくて，ピョンヤンに向けて，「自分は一生懸命
やっている，自分たちが帰っても処分しないでください。」ということを必死
で訴えているのだと現地では話し合いました。
だからと言って，会わせるわけにはいきません。会わせたら最後，ジェン
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キンスさんは自由な考えができません。４人を部屋に閉じ込めて，内線電話
もはずしました。同じホテルに北朝鮮の人たちが泊まっていますので，内線
で「指導」されるのを防ぐためです。数日後ジェンキンスさんが，「家族そろ
って日本へ行きたい。」と言ってくれました。ジェンキンスさんが決意するま
でには半年，あるいは１年，２年かかるかもしれないと言われていましたが，
このような状況を見る目が確かで，決断も早く，日本にまかせて大丈夫だ，
日本政府を信頼しようと判断したのでしょう，短期間のうちに日本へ行くと
言ってくれました。その日の最終便で日本へ戻り，小泉総理にご報告し，一
刻も早く日本へ連れ戻そうということになりました。
安倍総理が当時自民党幹事長でして，ベーカー米国大使と直接話をしてく
ださいました。多くの方々のご協力がありまして，曽我さん一家も無事に日
本に戻りました。安倍総理は５人を日本に連れ帰ったとき官房副長官として，
この問題を担当しておられて，日本政府として５人を日本に残すという決断
をしてくれましたし，日本人がかの国で自由を奪われて幽閉されているので
あれば，日本政府が救出しなければならないという非常に強い思いを持って
いらっしゃいます。
幾多の困難を乗り越えてこれからも
政府が認定できた被害者は１７名で，帰国した５人以外の被害者について日
本政府はすべての人が生きているとの前提に立って，北朝鮮に対して，全員
を帰国させるように要求しています。これまで見てきた北朝鮮の状況から監
視の役を負っている人の責任は非常に重く，うかつなことで拉致した人がけ
がでもしたら，厳しい処罰を受けることがわかっています。そんななかで，
車がめったに通らないところで事故にあって，日本人だけが亡くなるなどと
いうことがあるはずがない。また海水浴で泳いでいて亡くなったと伝えられ
ましたが，自分で勝手に海水浴に行けるわけではなく，担当員が連れて行っ
てしっかり監視している，そんな状態で事故が起きるとは思えません。日本
政府は北朝鮮に対して，生存している日本人拉致被害者をすべて帰国させる
基調講演「アジアの中の日本」
－２０５－
ようにと，強く要求しています。
先が見えているわけではありませんが，政府一体となってこの問題に真剣
に取り組んでおります。その中で何か光が見えてくると信じています。そし
て北朝鮮に対して最も力のあるメッセージは，日本の人々が北朝鮮の言って
いることに納得していない，拉致した日本人をすべて返してほしいとみんな
思っているということです。皆様どうぞこれからもご関心をお持ちください
ますよう心からお願いいたします。北朝鮮にいる拉致された人たちは，よそ
の国が助けに来てくれるとは思っておりません。日本が助けに来てくれると
信じて今日も過ごしています。
今日このようなことをお話しする機会をお与えてくださいました桃山学院
大学の皆様，そして雨の中おこしくださいました，このような大勢の地域の
皆様に心から感謝申し上げます。長い時間ご静聴下さいまして有難うござい
ました。
桃山学院大学人間科学 No. 33
－２０６－
